
平成 27 年度決算の概要 

  

 １．総 括 

 

地方財政を取り巻く環境は、急速な少子高齢化の進展を背景として、社会保障関係費が

大きく増加していく一方、労働者人口の減少などにより、依然として厳しい状況が続いて

おり、地方自治体には、自主性・自立性をより高めた行財政運営を行うことが強く求めら

れている。 

このような状況の中、本市においては、「水と緑と人が輝く共創都市たてばやし」を将来

のまちの姿とする第五次総合計画前期計画の最終年度として、財政の健全性に留意しつつ、

定住人口の確保に係る事業や、少子化対策に係る事業、経済の活性化に係る事業を重点項

目に掲げ、市民生活の向上に取組むとともに、「安心して生活ができるまちづくり」を実現

するために様々な施策を実施した。 

  この結果、歳出決算額は一般会計２６，９６５，２０３千円、国民健康保険特別会計 

９，９９０，１５０千円、下水道事業特別会計１，７６０，４７８千円、農業集落排水事

業特別会計４６，２８４千円、介護保険特別会計５，５３９，９０３千円、後期高齢者医

療特別会計７５７，７３４千円となった。 

なお、本年度における施策の主要項目を列挙すると、次のとおりである。 

（１）主な新規事業 

ア まちひとしごと創生推進事業 

   まち・ひと・しごと創生人口ビジョン総合戦略を策定した。 

イ 看護師設置事業 

   障がい等により医療行為を必要とする児童が、安心して学校生活を送れるよう、

第一小学校に看護師を配置した。 

ウ 小学校施設整備事業 

   第一小学校・第三小学校・第七小学校校舎内吊り天井、第四小学校・美園小学校

食堂吊り天井、第六小学校トイレ改修工事及び第五小学校トイレ改修工事設計を実

施した。 

エ 中学校施設整備事業 

   第二中学校校舎内吊り天井、第三中学校・多々良中学校柔剣道場吊り天井、第四

中学校柔剣道場の改修工事及び第三中学校トイレ改修工事設計のほか、第一中学校



卓球場解体工事を実施した。 

オ 幼稚園施設整備事業 

   北幼稚園・南幼稚園・東幼稚園・杉並幼稚園・西幼稚園内トイレ改修工事設計を

実施した。 

カ 文化会館運営事業 

   文化会館大ホール棟の耐震等改修工事に着手した。 

 

（２）主な継続事業 

ア 金券発行事業 

    市民への各種補助金等を市内の店舗で使用できる金券で交付したほか、地域活性

化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用してプレミアム付館林市金券を発行し、

一層の消費喚起及び地域経済の活性化を図った。 

イ 幹線排水路整備事業 

準用河川宮田川改修事業は、平成１６年度から１９か年継続事業として整備を進

めているが、本年度は護岸築造工事６０.８ｍを実施した。 

ウ 西部一号線道路改良事業 

平成２２年度から７か年継続事業として群馬県が整備を進めており、本年度は県

事業負担金として、東武鉄道㈱への委託工事及び県発注工事等の費用を負担した。 

エ 東部環状線改良事業（市道３３６３号線） 

平成２１年度から９か年継続事業として整備を進めているが、本年度は道路改良

工事１，７６０ｍ等を実施した。 

オ 土地区画整理事業 

   ・西部第一南地区 

     昭和６１年度から３３か年継続事業として整備を進めているが、本年度は西部一

号線舗装工事を１９９．４ｍ、４戸７棟の建物移転等を実施した。 

・西部第一中地区 

     平成元年度から３５か年継続事業として整備を進めているが、本年度は駅西通り

線歩道舗装工事を８７．０ｍ、１戸１棟の建物移転等を実施した。 

・西部第二地区 

     平成１１年度から２６か年継続事業として整備を進めているが、本年度は学校通

り線外６路線改良工事を３７３．８ｍ、５戸１１棟の建物移転等を実施した。 



カ 公共下水道整備事業 

     昭和４４年度から整備を進めているが、本年度は管きょ整備として汚水管       

１，６２５.５ｍ、雨水きょ１５６．７ｍの布設、処理場整備として、施設工事委託

を実施した。 


